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  P. 16	 本特集テーマのｎｅｘｔ
	 	 学校と地域をつなぎ、双方の課題に協働して取り組む「コーディネーター」
	 	 認定ＮＰＯ法人カタリバ職員、大槌町教育委員会教育専門官  菅
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  P. 4	 地域連携のあり方を問う	─座談会─
	 	 埼玉県立小川高校　教頭  篠田俊文 ／ 熊本県立熊本工業高校　土木科科長  猿
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  P. 4	 現状整理 		
	 	 取り組みが広がる一方で、課題も多い地域連携

 P. 6	 実践紹介1 		 埼玉県立小川高校
	 	 地域を「活かす」学びを各教科の授業で展開し、探究を深める

 P. 8	 実践紹介2 		熊本県立熊本工業高校
	 	 地域の産学官が連携し、災害対応型エンジニアの育成プログラムを構築

 P. 10	 実践紹介3 		宮崎県立都城西高校
	 	 生徒が直接企業とかかわり、地元企業が抱える課題に取り組む探究学習を推進

  P. 12	 見解提示 		
	 	 活動の目的や生徒の変容を、かかわるすべての人と共有し、連携上の課題を乗り越える

特集

　　　　の
あり方を問う
２０２１年も残りあとわずか。２０２２年は、いよいよ高校で新学習指導要領が実施されます。今回の改訂では、「社会に開か
れた教育課程」の実現が求められていますが、それは、“よりよい学校教育を通してよりよい社会を創る”という理念を
学校と社会とが共有し、連携・協働しながら、新しい時代に求められる資質・能力を子どもたちに育むことを意味してい
ます。学校や生徒にとって最も身近な社会は “ 地域 ”です。実際、多くの学校が、探究学習を中心とした教育活動にお
いて、地域と連携・協働しています。一方で、全国の高校教師を対象にしたベネッセ教育総合研究所の調査（＊）では、約
７３％が「外部機関との連携が難しい」と回答するなど、社会との連携に難しさを感じている学校・教師も少なくありません。
そこで、本特集は、「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、どのような地域連携を目指すとよいのか、地域連携を
推進する上で生じる問題をどのように解決していけばよいのか、先進校の先生方とともに考えました。ぜひ、ご一読ください。

編集部　統括責任者　柏木 崇	

＊ベネッセ教育総合研究所「高校教員調査」（2021 年８～９月実施、回答者数 3,214 人）

地域連携
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